
平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
中
「
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住
民
票
コ
ー
ド
」
を
「
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十

七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
中
国
民
年
金
法
施

行
規
則
第
九
十
七
条
の
改
正
規
定
及
び
同
令
第
九
十
六
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
同
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
厚
年
則
」
と
い

う
。）第
三
十
五
条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、こ
の
省
令
の
施
行
の
日（
以

下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
報
告
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す

る
。

２

前
項
に
掲
げ
る
規
定
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正

後
厚
年
則
第
三
十
五
条
第
二
項
中
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
住
民
票
コ
ー

ド
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
」
と
、
改
正
後

厚
年
則
第
五
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
八
条
第
二
項
中
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
受
給
権

者
に
係
る
住
民
票
コ
ー
ド
又
は
」
と
す
る
。

第
三
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
年
金
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
国
年
則
」
と
い
う
。）

第
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
条
の
六
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日

以
後
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
報
告
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

前
項
に
掲
げ
る
規
定
（
他
の
法
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正

後
国
年
則
第
十
八
条
第
二
項
中
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
住
民
票
コ
ー
ド

（
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住
民
票
コ
ー
ド
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
」
と
、
改
正
後
国

年
則
第
三
十
六
条
第
二
項
、
第
五
十
一
条
第
二
項
及
び
第
六
十
条
の
六
第
二
項
中
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
住
民
票
コ
ー
ド
又
は
」
と
す
る
。

第
四
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
次
項
に

お
い
て
「
改
正
後
平
成
九
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。）附
則
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同

項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
報
告
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

改
正
後
平
成
九
年
改
正
省
令
附
則
第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中

「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す

る
住
民
票
コ
ー
ド
又
は
」
と
す
る
。

第
五
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
次
項
に
お
い

て
「
改
正
後
平
成
十
四
年
改
正
省
令
」
と
い
う
。）附
則
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
同
項

の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
報
告
を
求
め
る
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

改
正
後
平
成
十
四
年
改
正
省
令
附
則
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項

中
「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
受
給
権
者
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定

す
る
住
民
票
コ
ー
ド
又
は
」
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
八
十
六
号

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
三
項
及
び
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
五
号
中
「
配
偶
者
の
父
母
並
び
に
同
居
し
、
か
つ
、
扶
養
し
て
い
る
孫
、祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
」を「
孫
、

祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
並
び
に
配
偶
者
の
父
母
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
号
中
「
ロ

」
を
「
ロ

」
に
改
め
、
同
号
ロ

中

を

と
し
、
同
号
ロ

中
「

」

を
「

」
に
改
め
、
同
号
ロ

中

を

と
し
、

を

と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

終
業
か
ら
始
業
ま
で
に
継
続
し
た
休
息
時
間
を
確
保
す
る
措
置

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第
八
条
第
五
号
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
発
生
し
た
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
起
因
す
る
労
働
者
災
害
補

償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
通
勤
災
害
に
関
す
る
保
険
給
付
に
つ
い
て

適
用
す
る
も
の
と
し
、
施
行
日
前
に
発
生
し
た
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
起
因
す
る
同
号
の
通
勤
災
害
に
関

す
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
八
十
七
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
四
十
八
条
及
び
第
百
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康

保
険
法
施
行
規
則
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
及
び
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

健
康
保
険
法
施
行
規
則
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

健
康
保
険
法
施
行
規
則
（
大
正
十
五
年
内
務
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。




		2016-12-27T15:07:04+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




